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台湾、ＡＩ産業の黄金期へ台湾、ＡＩ産業の黄金期へ
―ＡＩ産業を支える台湾――ＡＩ産業を支える台湾―

　近年、生成ＡＩに使用される「ＧＰＵ※1」を手掛ける大手半導体ファブレス企業NVIDIA（米国）の時価総
額が 4 兆米ドル（約590兆円）を超えるなど、ＡＩ産業は世界の注目の的となっています。私たちユーザーは

「ChatGPT」（米OpenAI社）や「Gemini」（米Google社）などの生成ＡＩアプリケーションを目にする機会が
多いですが、その陰では多くの台湾企業がＡＩ産業を支えていると言われています。
　ＡＩの頭脳に相当する「ＧＰＵ」は、米NVIDIAや米AMD社などが設計したものを、台湾の台湾積体電
路製造（以下TSMC）が受託製造しています。ＧＰＵ製造にはTSMCが保有する微細化技術と先端封止技術

（CoWoS等）が欠かせないため、TSMCがNVIDIA社のＧＰＵ製造を実質的に独占していると言われています。
また、実際にＡＩ処理を行う「ＡＩサーバー」製造においても米国のクラウド各社（Google、Microsoftなど）
から受注を受けた鴻海（Foxconn）、廣達（Quanta）、 緯創（Wistron）等の台湾のＥＭＳ（電子機器受託製造）
企業が製造しており、受託製造分野では世界シェア90％超を掌握しています。サーバーの構成する基盤、電
源供給、液冷システムなどの供給も多くの台湾企業が担うため、「ＡＩは台湾無くして成立しない」と言わ
れています。（図１）
　なお、米NVIDIAのCEOジェンスン・フアン氏（黃仁勳）、米AMD社のリサ・スー氏（蘇姿丰）のいずれ
も台湾南部の台南市生まれの台湾系米国人であり、ＡＩ産業において台湾は大きな存在感を持っています。
※ 1 　ＧＰＵ…Graphics Processing Unit、グラフィックス処理装置　先端半導体の一種。

　画像や映像の描画処理を高速に行うために開発されたプロセッサであり、ＡＩでは機械学習の分野で重要な役割を果たす。

１ ．米シリコンバレー企業と台湾の「二人三脚」

図１　ＡＩ産業のバリューチェーン
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